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   A simple enzymatic method for determining total polyamines in human blood was established. 
Polyamines in trichloroacetic acid extract from 1 ml of blood were isolated on an anion-exchange 
column and measured spectrophotometrically by the end point assay using polyamine oxidase and 
putrescine oxidase. The recovery was as high as 98.4% and within-run precision (coefficient of vari-
ance: 1.82%), and the values obtained by this method were in fair agreement with those obtained 
by high performance liquid chromatography and the enzymatic differential assay methods previously 
reported. The polyamine levels were not changed when the blood was stored at —20°C. 
   Blood polyamine levels were measured in 108 patients with genitourinary cancers, 29 patients 
with benign prostatic hypertrophy, 18 patients with benign urological diseases and 25 normal sub-
jects. Although polyamines were not significantly elevated in the low stage of cancer, elevation was 
observed at a high stage of malignancy. These results indicate that the determination of total poly-
amines may be useful to determine biochemically the malignancy of cancers. 


















本法 は,spermine。spermidineに対 し て 基 質 特
異 性 を 持 つ ポ リア ミンオ キ シ ダ ーゼ と,diamine・
spermidineに対 して 基 質 特異 性 を持 つ プ トレ 艸シ ン
オキ シ ダー ゼ の2種 の ア ミン酸化 酵 素 を用 い て ポ リア
ミンを 酸化 し,こ の反 応 に よ り生 成 さ れ るHzOzを
比 色定 量 す る こ とに よ り,血 中 の総 ポ リア ミン量 を 測































B:測 定 方 法(Fig.2)
1)血 中 ポ リア ミンの抽 出 と分 離
共栓 付 試 験 管 に,採 血 時 に ヘ パ リ ン加 した 全 血1ml
に10%ト リク ロ ロ酢 酸1m1を 加 え,試 験 管 ミキ サ ー
に て2分 間 か く搾 後,3,000r.P.m.で10分間 遠心 分 離
した.遠 心 分 離 上 清1mlに0.5MBis-tris溶液0,5
mlを 加 え 中和 し,こ の 混 合液 をAmberliteCG-50
カ ラ ム(4×7mm)に 添 加 し,精 製 水0.5mlに て洗
浄 後,吸 着 した ポ リア ミンを0.5NHCIO,5mlで 溶
出 し測 定用 試 料 と した.
2)Polyamine定量
発 色 液1:0.5Mリ ン酸 カ リウ ム 緩 衝 液(pH7.0)





















ミ ノア ンチ ピ リン(4AA)1.Omg,ペル オ キ シ ダ ーゼ
(POD)0.2mgを用 時 溶 解 した.
発色 液II:0.5Mリ ン酸 カ リ ウム緩 衝 液(pH&5)
15m正に,プ レ 』 シ ン酸 化 酵 索(PUO)お よ び
TOOS(sodiumN-ethyl-N(2-hydroxy-3-sulfopro-
py1)-m-toluidine)4.5mgを用 時 溶 解 した.
反応:測 定 用 試 料0,5m1に 発 色液1を1.Oml加
え37℃ で5分 間 混 和 させ た.続 いて,発 色 液IIを
1.5ml加え37℃ で15分間 反 応 させ,生 成 したH202
か らPODに よ って 形成 され る キ ノ ン色 素 を555nm
で 測 定 した.盲 検 と して 水0.5mlを 用 い て 同様 に操
作 した 。 本法 に おけ る血 中 総 ポ リア ミン量 は プ レ ト ノ
シ ンを標 準 ポ リア ミ ンと して 求 め た 係数360を 盲 検 試

























































































例について,採 血後4℃ にて冷所保存 し約12時間後
に測 定 した値 と,-20℃ に て72時 間 凍 結 保 存 後 測 定
した値 とを 比 較 した.そ の 結 果 をFig.5に 示 す が,




























5)分 別 定量 法 との比 較
第4報 で報 告 した分 別 定 量 法 を 用 い て 測 定 し た
diamine・spermidine・spermineの和 と して の 総 ポ リ
ァ ミ ン量 と,本 法 で測 定 した 総 ポ リア ミン量 とを 比 較
した,Fig.6に示 す とお り,r=0.9762,y=1.1304a‐
7.1070と良 好 な 相 関 関係 が 得 られ た .
以上1)から5)より,本 法 は 臨 床 応 用 が 可 能 と考 え ら
れ た.
6)臨 床 的検 討
血 液 のポ リア ミンは95%以上 が血 球成 分 中 に 含 まれ













































た とお り6),腫瘍 マ ー カー と して の 特異 性 を強 め るた
め に,血 球1mlあ た りのnmolと し て 測 定値 を 求
め た.
結果 をTable2に 示 す.
健 常 人25例 の 平 均 は38.97±4.95nmol/mlであ っ
た,前 立腺 肥 大 症29例の そ れ は33.90±7.40nmol/ml
であ り,泌 尿 器 科 的 良 性疾 患 群18例 のそ れ は38.98±
4.49nmol/mlであ った.
腎 細 胞癌18例 の 平 均 は50.65±21.62nmol/mlで
あ り,健 常人 群 に 比 しP<0.05で有意 の差 を認 め た.
深 達 度 別 に 検 討 す る と,lowstage群9例の 平 均 は
45.08±10,56nmol/mlであ り,highstage群9例の
そ れ は56.22±26,49nmo1/mlであ った.Iowstage






























P<0.Olで有 意 の差 を示 した.
腎 孟 尿 管腫 瘍9例 の平 均 は42.19±6,77nmol/mlで
あ り,健 常人 群 に比 し有意 の 差 は認 め なか った.
膀胱 腫X45例 の平 均 は48.18±27,50nmol/mlであ
り,健 常人 群 に 比 し有 意 の差 を認 め なか った.深 達 度
別 に検 討 す る と,Iowstage群32例の 平 均 は39.82±
8.53nmol/mlであ り,highstage群13例の そ れ は
68.75±44.04nmol/mlであ った.10wstage群は 健
常 人 群 に 比 し有 意 の差 を 示 さな か った が,highstage
群 で はP<0.01で 有意 の差 を示 した.
前 立腺 癌26例の 平 均 は48.88±24.85nmol/mlであ
り,健 常 人群 に比 し有 意 の 差 を認 め なか った.深 達 度














































小出 ・ほか:酵素法 ・血中総ポリア ミソ
7.30nmol/mlであ り,highstage群のそ れ は53・96
止27.18nmol/mlであ った.Iowstage群は 健 常 人 群
に比 し有意 の差 を 示 さ な か った が,highstage群は
P〈0.01で有 意 の差 を認 め た.
睾 丸 腫 瘍lo例の平 均 は43.38±13.69nmol/mlであ
り,健 常 人群 に比 し有 意 の差 を 認 め な か った.
健 常 人 群25例の平 均 は38.97±4.95nmol/ml(mean
±SD)で あ る.mean+2SD=48.87nmol/mlを越
え る もの を有 意 の高値 と して検 討 す る と健 常 人 群 で は
48.87nmol/mlを越 え る もの は 認 め ら れ な か った.
泌 尿器 科 的 良性 疾 患 群 で は48.87nmol/m1を越 え る
もの は認 め られ なか った が,前 立 腺 肥 大 症 で は29例中
2例6.9%の陽性 率 を 示 した.腎 細 胞 癌 で は18例 中
6例33.3%の陽 性 率 で あ り,深 達 度 別 に 検 討 す る と
lowstage群で は9例 中2例22.2%,highstage群
で は9例 中4例44.4%の陽性 率 で あ った.腎 孟 尿 管 腫
瘍 で は9例 中2例22.2%の陽性 率 で あ った.膀 胱 腫 瘍
は45例中II例24.4%の陽 性 率 で あ った,深 達 度 別 に検
討 す る とlowstage群で は32例 中3例9.4%,high
stage群では13例中8例61.5%の 陽 性率 で あ った.前
立腺 癌 は26例中9例34.6%の陽性 率 で あ った.深 達 度
別 に検 討 す る と,10wstage群で48.87nmol!mlを越
xる ものは 認 め ら れ な か った が,highstage群で は
19例中9例47.4%の陽 性 率 で あ った.睾 丸 腫 瘍 は10例
中2例20.o/0の陽性 率 であ った.悪 性 腫 瘍 群 全体 で は
108例中30例27.8%の陽 性 率 を示 し,深 達 度 別 に検 討
す る と,正owstage群で は60例 中7例11.7%,high































































3)以 上より本法は臨床応用可能 と考えられ,未 治
650 泌尿紀要33巻5号1987年
療 の尿 路 性器 癌 患 者108例に つ い て検 討 を加 え た.
4)健 常 人25例 の 平 均 は38.97±4,95nmol!m1で
あ り,mean+2SD=48,8フnmol/mlをxるもの を
有 意 の 高値 と して検 討 した.
5)尿 路 性 器 癌 の 早 期 症 例 で は11.7%の陽 性 率 しか
示 さな か った,
6)い ず れ の 悪 性 疾 患 群 で もlowstage群よ り
highstagc群の方 が 陽性 率が 高 く,さ らに 悪性 疾 患
群 全 体 のhighstage群で47.9%と高 値 を示 す こ とか
ら,癌 の進 行 度,化 学療 法 な ど の治 療 効果 の 指標 と し
て 本法 の有 用 性 が 示 唆 され た.
最後に酵素を供与 していただいた天野製薬に深謝い た しま
す.
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